





































































































































































































































































































































































































































官幣小社 国 幣 中 社
敢 國 神 社
官 幣 中 社
八阪神社
篇大社
加 茂 別 雷 神 社
















































（判任） （ 奏 任 ） （判任）
（奏任）
（ 判 任 ）































出 さ れ た 「 神 宮 式 年 御 造 営 費 」 、 宮 内 省 式 部 寮 の 祭 典 費 か ら 支 出 さ れ た 幣 吊 料 の 一 ＿ 一 種 類 が あ
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内 省 に 属 し 、 営 繕 及 幣 吊 神 儀 の 事 に 官 費 を 支 給 さ れ
る 伊 勢 神 宮 及 び 官 幣 社 と 、 （ 卵 務
省社寺局に属し、営繕費を官給されない国
幣 社 及 び 府 県 社 以 下 の 神 社 に 再 蝙 成 し よ う と い う の で あ る 。













事 ハ 宗 教 二 非 サ ル ノ 旨 」 の 徹 底 を
から派生した改革に「現在ノ皇典講究所ヲ廃ッ
、 此 ヲ 文 部
省 二 属 セ シ ム 」
というのがある
。その理由を彼は次
の よ う に 述 べ て い る 。
蓋 各 国








































し な け れ ば な ら な い 。させるというのは筋が通らない。べ て 、 宗 教 か 否 か に つ い て の 判 断 を 留 保 し て い る の
もおかしい。
これに
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（『日 本 史 研 究 』 2 7 1 ) 参 照 。のも
残っている（國學院大學図書館調査宰
賀祥二「明治国家形成期の政教関係ー 導戦制と教団形成ー」
。 『 井 上 毅 伝 』の編者はこの
史料の起草年代を明治
十六年と推定して















「 東 京 毎 週 新 報
第廿二号」













七 万 二 千 百 有 余 」 と
関スル覚書」、『梧陰文庫』B1339
） に 加 筆 さ れ た ものであると
ると思われるこ と
。 もう一っは、
同 文 書の中で述べられてい る 「 現 二 今 、
、「教導職廃止意見案」起草後から教導職が廂止




























一 六 六 頁 、
明治
十五年十月二十七日





月 九 日 「 郵 便 報 知 」 等 参 照 。
( 11 )
『井上毅伝』史料編第四、









が 、 「 多 数 ノ 信 欝 ア ル 宗
教ヲ認可ス」、
とい う 文 を 削 除 し
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( 26 ) 神 社 を 行 政 上 区 分 す る こ と は
、
明 治 四 年 五 月 の 太 政 官 布 告 第 一 ＝ ― - 五
号 に 始 ま る が
、
この区分をめぐって

























































示 し た の は あ く ま で も 官 費 の 支 給 額 で あ っ て
、









た と え ば 、
0
明治十年度神社費中









0 円 二 九 銭 二 厘
10二
、三五四円
一 銭 五 厘
ニ四








「 漸 次 各 宗 管 長 ョ リ 及 協 議 筈 候 夫 迄 ＾ 従 前 ノ 通 」 （ 同 年 教 部 省 達
書 第 三 五 号 ） と さ れ 、
天 台 宗 以 下 諸 宗 に つ い て は 九 年 十 月 、






























































昭 和 五 十 六 年
、東 京 大 学 出 版 会









自 葬 の 禁 の 目
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府 県 土 木 営 繕 痰 中
神社営繕費
七九、六九0円





0 明 治 十 九 年 度
予算













（ 同 書 、


























八 、 七 一 二 九 円
七銭一厘
十三年度







明 細 な し
十七年度
一0
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( 42 ) (43) (44) (45) (46) (47) 
テ免税ヲ 与 ヘ ズ 、
此事公令ヲ以テ之ヲ明示シ、
然 以 テ 将 来 耶 蘇 教 徒 礼 拝
嗣今新―ー設クル神社ハ、概シ堂ヲ設クルカ為―-、
例ヲ引クノ紛議ヲ生スルヲ防クヘシ
羹 ー 一 該 通 ナ ル ノ 人 ハ 、
之ヲ廃棄――付スヘカラザルヲ以テ、
宮 内 省 中
現在ノ教導職中、学議アリテ、ノ文学局一一収用シ、
皇 家 故 典 ヲ 検 討 編 纂 ス ル ノ 事 ― ― 任 セ シ ム
『 井 上 毅 伝 』 史 料 編 第 二 、











こ れ は 、




管長身分ノ儀ハ総テ勅任官取扱ノ例―ー依ル右 相 逹 候 事











神 道 九 人 、
仏道
三十五人の管長
第 一 九 号
布逹に苺づいて同年中に三次にわたっ
195 明治憲法制定期の政教関係
十 九 年 度 に
なると招魂社費は神社費中
に 移 算 さ れ 、
招 魂 社 吸 と し て
1一 、 六 八 三 円 、
招魂社営繕喪として八、
二七七円が支給されている6法規分類大全』財政門予算三歳計予算





た だ し 、
靖国神社寄付金の出所は十四年度より陸軍省
定額経黄中から 神 社 費 中 に 改 め ら れ
た（『法規分類大
全 』 財 政 門 予 算 二 歳 計 予 算 一 ） 参 照 。
( 35 ) 前 掲 「 近 代 神 社 制 度の整備過程ー明治 初 期
の神社行政をめぐっ

























( 40 ) 井 上 が 国 幣 社の祈年・新嘗・例祭 三 祭





家 ノ 葬 殊 ハ 、
総 テ 礼 典 ― ー 依 リ 、






ル 者 卜 相 権 衡 七 ズ 、
今教導職ヲ廃シ、
単二神官ヲ存スルニ当テ、

























































・・・・・・保存金ハ各社々殿ノ大小広狭二因テ永世二保存スルニ足ル多額ヲ下賜七ラル、モノ一一非スシテ官国幣社大中小ノ社格二因テ其金額ヲ定メラル、卜七ハ尊福黙々二付スル能ハサル者アリ是出雲大社保存ノ件ナリ 抑 出 雲 大 社 な 社 殿 ノ 構 造 全 国
中―一比スヘキモノナキノミ
ナラス摂末社
ノ 如 キ モ 随 テ 広 大
ニシ






















参 照 ） 。
し か し 、
該布逹に








す る と い う よ う な 事 態 を 引 き 起 こ し た 。
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(56)
「神宮瞭員官等ヲ改定ス」（国立公文書館蔵『公文類漿』2A|11ー類281)参照。
(57)
「神宮職員官等表中追加ス」（『公文類家』2A|11ー類517)参照。
(58)二十年度については『法規分類大全』財政門予算三歳計予算
1一参照。
二十一年度についてほ勅令第二
号参照。明治二十二年度以降については未詳。
(59)「官国幣社保存金配付年限増加ノ件」（『公文類衆』2Aー11ー類488)。(60)
前掲「『明治憲法体制』の確立と国家のイデオロギー政策ー国家神道体制の確立過程ー」一八
0頁。
ち
なみに、
この保存金下付の年限は、
明治―
-+Ill
年十一月、
内務大臣西郷従通の要求によって一二十年に延長
された。
このことは、
保存金制度の性格の変更の有無や府県社以下神社及び仏教寺院との関係等の複雑な
問題を含んでいるため、
稲を改めて論じることにしたい。
(61)
「官国幣社ノ神官ヲ廃シ更二神職ヲ既ク」（『公文類漿』2Aー11ー類328)参照。
(62)
前掲「官国幣社保存金配付年限増加ノ件」。
(63)清水伸『明治憲法制定史』（昭和四十八
年、
原書
房）二四五頁。「臣民ノ義務」の内容に関してほ、
中島
三千男「大日本帝国憲法第二八条『信仰自由』規定の成立の前史ー政府官僚層の憲法草案を中心にー」（『日本史研究』168)一六八参照。
！ I 
|， 
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